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三 TSSコマ ン ドに ついて

下記のコマンドを追加しましたので御利用下さい。

1. REPORTC(REPORT Cancel)コマンド

（］）機能

(2) 形式

問題と問題名を間違えたりして，誤って投函したレボートを除去する。

選択レベル
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問題名

(3) 使用例

{ {YSTEM? l REPOC LJ PROB 1⑱ 

YOUR REPORT HAS JUST BEEN CANCELED. (除去されたというメノセージの表示）

2. F COPY (File COPY)コマンド

(1) 機 能 教師が，クラス名の下にあらかじめ作成したファイル（クイノク・アクセス ・ファイル→広報Vol.1, 

No.l, p.103参照）をテストデータなどとして学生に複写させることができる 。

(2) 形式
選択レベル

コマンド（＊）または

SYSTEM? 

コマンド

FCOPY 
I I 

オ ペランド

ファイル名 1〔 ； ｛ ＊ 
ファイル名2}〕

(3) 説 明 クラス名の下に作成されているファイル名 1のファイルの内容を，第 2オペランドがなければ同一の

名前のファイルに複写する。第 2オペランドがある場合，＊のときはカレント・ ファイルに，ファイル

名2のときはこの名前のファイルに複写する。

(4) 注 意 ファイル名 1のファイルは特別な許可操作が施されていないといけない。ファイルは順編成，偵接編

成両方とも可能である。

(5) 使用例

① { SYS『EM?l FCOPY LJ TESTDATl⑮ 
CODIED n LLINKS n Lリンクの大きさ複写に要した。

TESTDATlというファイルが学生の useridの下に作成され，教師が作成した内容が複写される。

② { SYS后EM9] FCOPY LJ TESTDATl ; TDATAl⑱ 
教師が作成したTESTDATlというファイルの内容を，学生useridの下にTDATAIというファイ

ルを作成して複写する 。
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運営委員の交替について

旧委員 生産科学研究所 本田博司助教授（岡山大へ転出のため）

新委員 ” 速水 洋助教授（任期は昭和55年4月30日まで）

54年度前期運営報告

1. 課題登録者について

昭和54年度前期課頌登録者数一覧表

(I) 教官・ 職貝• その他

利用者区分 1禾IJ用者数 ，l
文［育経法 i医

授業担当教官 21 , I , I 3注I)
I --' 尋．．． ．

授業補佐職貝 8 ' 
I 

← __ _ I ; i 
講習会利用 者 0 I □三―開 発 研究 者 8 . -「―― -

I 

0 4 

内 訳

歯 I 薬 I 嬰 I 理 I エ i 養 iその他

I I I : 3 I 8 I I 

--• —-+--_1_」_'._ —，j 3 I 2 

その他

了ー「・I I 

17 
I .. ·~~ 

合計 54 2 I o I 1 
' I 
；一←一

0 I 2 I 2 I JO I 14 j 2 

15 

17 

(2) 学生

学部 ・研究科
授業科目数 受講学生数

（研究科） (6Jf究科）

ー・
文 1 30 (8) 

育

゜
14 

経 3 202 
I . 

法

゜ ゜医 I (I) 35 (35) 

＇ 一 ----- --- -
歯

゜ ゜薬 I (I) 6 (6) 

農 I 43 

理 2 75 

工 7 (2) I 520 (15) 

養 I 167 

その 他注2) I 35 

合 計 19 (4) l, 127 (64) 

注 1) 医療短大 2名を含む

注 2) 医療短大
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2. センター行事表

昭和54年 3月14日（水） 運営委員会

3月15日（木） 中国ハルピン船舶学院教育使節団見学

3月30日（金） 広報Vol.2,No. I発行

4月9日（月）
I 

4月10日（火）
教育講習会

5月4日（金） 中国広州市友好訪問団見学

5月11日（金） 開学記念日一般公開

5月31日（木） 中日友好の船訪日団見学

7月13日（金） 端末移設

7月19日（木） 移設後の利用再開

8月22日（月） センター建物工事着工

9月6日（金）

9月1I0日（月）
祈り工事のため利用停止

9月切日（木） 運営委員会

10月20日（土） 前期利用終了

10月22日（月）
ソフトウェア・システムのレベルア ップ (R5.2) 

10月3I1日（水）

54年度後期の運用について

センタ ー建物の建築に伴い教室が使用できなくなったので， 54年度後期の授業はできる限り前期に移して頂いた。そ

の結果，次表に示す授業科目で演習としてのみ利用される予定である。

54年度後期授業 一覧

学部 授業科目名 対象 学 年（学科） 受講者予定数 授業形態

管理工学 3,4 70 演習
経 . -- . 

情 報管理 2,3,4 80 隕習

薬 薬品物理化学演習 3 80 
＇ 
集 中講 義

2 （機械） 70 

2 （生産機械，動力機械） 80 
情報処理概論 演 習

2 （化学機械） 40 
工

2 （航空，造船） 40 

算法概論 2 （電気系） 140 演 習

航空機設計製図 3 4 （航空） 26 演習

教養 情報科学A 1, 2 120 講義・ 演習
-- ヒ - - - --

合 計 746 ------

-414(250) -




